
 

 

 

 

 

 

 

 

令和
れ い わ

 ７年
ねん

７月
がつ

２０日
にち

の 

第２７回参議院議員選挙 福岡県選挙区に 

立候補
りっこうほ

を予定
よ て い

している人
ひと

の説明
せつめい

が載
の

っています。 

家族
か ぞ く

、支援者
しえんしゃ

の人
ひと

と読
よ

んでください。 

 

この広報誌
こうほうし

は、報道
ほうどう

のあった立候
りっこう

補
ほ

予
よ

定者
ていしゃ

に寄稿
き こ う

をお願
ねが

いし、 

令和
れ い わ

７年
ねん

６月
がつ

６日
にち

までに提
てい

出
しゅつ

いただいた方
かた

の原稿
げんこう

を載
の

せています。 

（五十音順） 

 

       福岡県手
ふ く お か け ん て

をつなぐ育成会
いくせいかい

連絡協
れんらくきょう

議会
ぎ か い

 

        公益
こうえき

社団
しゃだん

法人
ほうじん

 福岡県手
ふ く お か け ん て

をつなぐ育成会
いくせいかい

 

        社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 福岡市手
ふ く お か し て

をつなぐ育成会
いくせいかい

 

        主管
しゅかん

：北九州市手
きたきゅうしゅうして

をつなぐ育成会
いくせいかい

（親
おや

の会
かい

） 

     

               れいわ       ねん   がつ きちじつ はっこう 

         令 和 ７ 年 ７ 月 吉 日  発 行 

わかりやすい 
 

選挙
せんきょ

広報誌
こ う ほ う し

 



「わかりやすい選挙
せんきょ

広報誌
こうほうし

」の上手
じょうず

な使
つか

い方
かた

 
 

 

１ 投票
とうひょう

に行く
い  

までに読
よ

んで、「投票
とうひょう

したい」と思う
お も  

人
ひと

を、

一人
ひ と り

選
えら

んでください。 
 

２ 投票
とうひょう

に行く
い  

時
とき

は、投票
とうひょう

したい人
ひと

のページを、持
も

って行
い

っ

てもよいです。 
 

３ 投票
とうひょう

を手伝
て つ だ

ってほしい人
ひと

は、受付
うけつけ

の人
ひと

に「手伝
て つ だ

ってください」

と言
い

ってください。 

一緒
いっしょ

に配
くば

っている「投票
とうひょう

支援
し え ん

カード」を利用
り よ う

することも 

できます。 
 

４ 投票
とうひょう

用紙
よ う し

に投票
とうひょう

したい人
ひと

の名前
な ま え

を書
か

きます。 
 

５ 投票箱
とうひょうばこ

に、投票
とうひょう

用紙
よ う し

を入
い

れます。 
 

６ 困
こま

ったことや、分
わ

からないことは、『案内
あんない

』の人
ひと

に聞
き

いて

ください。 
 

７ 途中
とちゅう

で わからなくなったら、手
て

をあげて、投票所
とうひょうじょ

の人
ひと

に 

わからなくなったことを 伝
つた

えてください。 
 

 ● 問
と

い合
あ

わせ・連絡先
れんらくさき

 
 

北九州市手
きたきゅ う し ゅ う し て

をつなぐ育成会
いくせいかい

(親
おや

の会
かい

) 

住所
じゅ うしょ

：〒804－0067  

北九州市
きたきゅうしゅうし

戸畑区
と ば た く

汐
しお

井
い

町
まち

1－6 ウエルとばた7階
かい

 

電話
で ん わ

 :  ０ ９ ３（ ８ ８ ４） １ ５ １ ０  平日
へいじつ

１０：００～１５：００ 

ＦＡＸ :  ０ ９ ３（ ８ ８ ４） １ ５ ０ ９ 

Ｅmail :  k-ikusei@kitaoya.jp 

http://www.kitaikuoya.org/ 

 

mailto:k-ikusei@kitaoya.jp


 

2025 年 参議院
さんぎいん

議員
ぎ い ん

選挙
せんきょ

 福岡県
ふくおかけん

選挙
せんきょ

区
く

 立候補
りっこうほ

予定者
よていしゃ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【名前
な ま え

】下野六太 
 

【所属
しょぞく

】 公明 党
とう

 
 

【年齢
ねんれい

】 61  歳
さい

 
 

１.わたしたち知的
ち て き

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

が何
なに

に困
こま

っていると思
おも

いますか？ 

知的・発達障
ちてき･はったつしょう

がい者
しゃ

の皆
みな

さまを含
ふく

めて、様々
さまざま

な生
い

きづらさを抱
かか

えていらっしゃる方々
かたがた

が、何
なに

に困
こま

られている

のか、常
つね

にその方
かた

の立場
た ち ば

になって、 考
かんが

え続
つづ

けることが大切
たいせつ

と思
おも

います。北九州市手
きたきゅうしゅうして

をつなぐ育成会様
いくせいかいさま

の

事業内容
じぎょうないよう

は、就労支援
しゅうろうしえん

、生活介護等
せいかつかいごなど

、多岐
た き

にわたりますが、サービスを提供
ていきょう

されながら、答
こた

えを探
さが

し続
つづ

ける

日々
ひ び

の連続
れんぞく

ではないでしょうか。 

障
しょう

がい者
しゃ

の皆
みな

さまが「困
こま

っている」と私
わたし

が思
おも

うことは、まだ社会
しゃかい

に生
い

きづらさを抱
かか

えていらっしゃる方
かた

への

理解
り か い

が不足
ふ そ く

しているという点
てん

です。障
しょう

がいを抱
かか

えている方
かた

も、そうでない方
かた

も、お互
たが

いに尊重
そんちょう

し合
あ

い、助
たす

け合
あ

い、 自
みずか

らの個性
こ せ い

を存分
ぞんぶん

に発揮
は っ き

できるような社会
しゃかい

の実現
じつげん

が必要
ひつよう

と 考
かんが

えています。 

 

２.その問題
もんだい

を解
かい

決
けつ

するため、どんなことをしますか？ 

公明党
こうめいとう

は、長年
ながねん

にわたり多様性
たようせい

のある社会
しゃかい

を重視
じゅうし

し、実現
じつげん

に向
む

けて取
と

り組
く

んできました。昨年
さくねん

4月
がつ

、わが党
とう

が推進
すいしん

した障害者差別解消法
しょうがいしゃさべつかいしょうほう

の改正
かいせい

により、障害者
しょうがいしゃ

への合理的配慮
ごうりてきはいりょ

が努力義務
ど り ょ く ぎ む

から、法的義務
ほ う て き ぎ む

に変更
へんこう

とな

りました。障
しょう

がい者
しゃ

の皆
みな

さまへ、配慮
はいりょ

の義務化
ぎ む か

が法律
ほうりつ

として建
た

て付
つ

けられたことに加
くわ

え、これまで意識
い し き

してい

なかった人
ひと

も、理解
り か い

を深
ふか

める契機
け い き

となったのではないかと 考
かんが

えます。 

また、現実的
げんじつてき

に自立
じ り つ

した社会生活
しゃかいせいかつ

を送
おく

れるようになるためは、社会平均
しゃかいへいきん

に近
ちか

い賃金
ちんぎん

で働
はたら

けるような雇用
こ よ う

を

生
う

み出
だ

すことも重要
じゅうよう

です。障
しょう

がい者
しゃ

の理解増進
りかいぞうしん

と、安定
あんてい

した雇用創出
こようそうしゅつ

に向
む

けて、これからも全力
ぜんりょく

で取
と

り組
く

ん

でまいります。 

 

３.ひとことメッセージ 

私
わたし

は中学校
ちゅうがっこう

の保健体育科
ほけんたいい くか

の教師
きょうし

として 30年間勤
ねんかんつと

めてきた経験
けいけん

から、世
よ

の中
なか

に完璧
かんぺき

な人
ひと

も、失敗
しっぱい

をしない

人
ひと

もいないと思
おも

っています。同
おな

じように、長所
ちょうしょ

がない人
ひと

もおりません。障
しょう

がいを抱
かか

える方
かた

が、健常者
けんじょうしゃ

の方
かた

の

手助
て だ す

けをされるようなことも、たくさんあると思
おも

います。お互いに尊敬
そんけい

できる部分
ぶぶん

を見
み

つけ合
あ

う社会
しゃかい

、そして、  

「真
しん

に思
おも

いやりのある社会
しゃかい

」を必
かなら

ず実現
じつげん

していきたいと固
かた

く決意
けつい

しています。 

「大衆
たいしゅう

とともに」を党是
と う ぜ

とする公明党
こうめいとう

は、結党以来
けっとういらい

、小
ちい

さな声
こえ

に耳
みみ

を 傾
かたむ

け続
つづ

けてまいりました。私
わたし

がお役
やく

に

立
た

てることがあれば、いつでも働
はたら

かせていただきますので、これからもどうぞよろしくお願
ねが

い致
いた

します。 

顔 写 真 



 

2025 年 参議院
さんぎいん

議員
ぎ い ん

選挙
せんきょ

 福岡県
ふくおかけん

選挙
せんきょ

区
く

 立候補
りっこうほ

予定者
よていしゃ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【名前
な ま え

】中田 ゆうこ 
 

【所属
しょぞく

】  参政党 
 

【年齢
ねんれい

】  35 歳
さ い

 
 

 

 

１.わたしたち知的
ち て き

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

が何
なに

に困
こま

っていると思
おも

いますか？ 

「一生涯、安心して暮らしていけるのか」という不安や、社

会の一員として、誇りと自尊心を保ちながら日々の生活を営

むことが出来ていなかったりしているのではないですか。 

また、特別視され、悲しく、淋しい気持ちになられているの

では、と心配しています。 

２.その問題
もんだい

を解
かい

決
けつ

するため、どんなことをしますか？ 

障がい者の方が自立して、親御さん共々「一生安心して暮ら

せる社会の実現」と、その為の道徳を中心とした「国民に対

する教育」です。参政党が「教育の改善」を第一に掲げる理

由がそこにあります。 

３.ひとことメッセージ 

一人の一票は小さな力でも、万票集まれば、社会を変えるこ

とが出来ます。一緒に社会を変えましょう。 

 



2025 年 参議院
さんぎいん

議員
ぎ い ん

選挙
せんきょ

 福岡県
ふくおかけん

選挙
せんきょ

区
く

 立候補
りっこうほ

予定者
よていしゃ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【名前
な ま え

】 な す 敬 子
け い こ

 
 

【所属
しょぞく

】  社会
しゃかい

民主
みんしゅ

 党
とう

 
 

【年齢
ねんれい

】   65 歳
さい

 
 

 

 

１.わたしたち知的
ち て き

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

が何
なに

に困
こま

っていると思
おも

いますか？ 

①障
しょう

がい者
しゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

ができて 12年
ねん

になりますが、まだ障
しょう

がい者
しゃ

への理解
り か い

や合理
ご う り

的
てき

配慮
はいりょ

が理解
り か い

されていません。そのため、地域
ち い き

の学校
がっこう

に通
かよ

えなかったり、少
すこ

しの配慮
はいりょ

があれば

仕事
し ご と

ができるのに、職場
しょくば

でつらい思
おも

いをすることがあると聞
き

いています。働
はたら

いたお金
かね

で

旅行
りょこう

したり買
か

い物
もの

したりなど、希望
き ぼ う

が持
も

てるはたらき方
かた

が必要
ひつよう

だと思
おも

います。 

②一人
ひ と り

ひとりの障
しょう

がいの特性
とくせい

を理解
り か い

してもらえず、地域
ち い き

の中
なか

で困
こま

りごとが起
お

きやすい。例
たと

えば、災害
さいがい

が起
お

きた時
とき

の避難
ひ な ん

の仕方
し か た

や避
ひ

難所
なんしょ

での暮
く

らしなどがわかりません。 

③保護者
ほ ご し ゃ

が高齢
こうれい

になり、将来
しょうらい

のくらしが不安
ふ あ ん

。 

④文字
も じ

や案内板
あんないばん

などが読めず、まち中
なか

で困
こま

ることがある。 

 

２.その問題
もんだい

を解
かい

決
けつ

するため、どんなことをしますか？ 

①昨年
さくねん

から「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」の提供
ていきょう

が事業所
じぎょうしょ

も義務
ぎ む

になりました。民間事
みんかんじ

業者
ぎょうしゃ

が「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」の提供
ていきょう

をしやすいように、それに係
かか

る経費
け い ひ

を役所
やくしょ

が補助
ほ じ ょ

するなどして、「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」を広
ひろ

めます。 

②障
しょう

がいのある人
ひと

たちが働
はたら

きがいがあるように、B型
がた

作業所
さぎょうじょ

の賃金
ちんぎん

アップを図
はか

ります。 

③自立
じ り つ

して暮
く

らせるように、グループホームを充実
じゅうじつ

します。 

④「やさしい日本語
に ほ ん ご

」は、障
しょう

がいのある人
ひと

だけでなく、外国
がいこく

の人
ひと

にとってもわかりやすい

ことばです。案内板
あんないばん

や避難
ひ な ん

の仕方
し か た

の説明
せつめい

など、街中
まちじゅう

に「やさしい日本語
に ほ ん ご

」を広
ひろ

めます。 

 

３.ひとことメッセージ 

皆
みな

さんの声
こえ

が政治
せ い じ

を作
つく

ります。お話
はなし

をたくさん聴
き

かせてください。 

障
しょう

がいがある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に暮
く

らしていけるインクルーシブな社会
しゃかい

を実現
じつげん

します。 



 

2025 年 参議院
さんぎいん

議員
ぎ い ん

選挙
せんきょ

 福岡県
ふくおかけん

選挙
せんきょ

区
く

 立候補
りっこうほ

予定者
よていしゃ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【名前
な ま え

】野田
の だ

国
くに

義
よし

 
 

【所属
しょぞく

】 立憲
りっけん

民主
みんしゅ

 党
とう

 
 

【年齢
ねんれい

】 ６６  歳
さい

 

 

１.わたしたち知的
ち て き

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

が何
なに

に困
こま

っていると思
おも

いますか？ 

課題
かだい

は、様々
さまざま

で個人差
こ じ ん さ

もあり、大変
たいへん

多い
お お

のではないかと私
わたし

自身
じ し ん

も以下
い か

のように感
かん

じています。 

まず、①「情報
じょうほう

の理解
り か い

の難
むずか

しさ」ではないでしょうか。せっかくの選挙
せんきょ

公報
こうほう

や候補者
こ う ほ し ゃ

の政策
せいさく

が難解
なんかい

で、

理解
り か い

しにくいことです。 

次
つぎ

に、②「情 報
じょうほう

へのアクセスの困難
こんなん

さ」ではないでしょうか。誰
だれ

もが選挙
せんきょ

情 報
じょうほう

に触
ふ

れること、接
せっ

す

ることができるべきで、「簡単
かんたん

に」できるというところが、実際
じっさい

は「難
むずか

しい」ことです。 

そして、③「実際
じっさい

の投 票
とうひょう

行動
こうどう

」の際
さい

に立
た

ちはだかる物理的な問題
もんだい

ではないでしょうか。つまり

「投 票 所
とうひょうじょ

のバリアフリー化
か

」を、もっともっと進
すす

めて欲
ほ

しいとの問題
もんだい

です。こちらは、ご高齢者
こうれいしゃ

の方々

とっても、つい投 票
とうひょう

を敬遠
けいえん

してしまう問題
もんだい

であると考
かんが

えています。 

 

２.その問題

もんだい

を解

かい

決

けつ

するため、どんなことをしますか？ 

まず①、より簡単
かんたん

な言葉
ことば

や表 現
ひょうげん

や図解
ずかい

を用
もち

いた説明
せつめい

が必要
ひつよう

であると思
おも

います。 

次
つぎ

に②、視覚
しかく

障害者向
しょうがいしゃむ

けの点字
てんじ

や音声
おんせい

情 報
じょうほう

、 聴 覚
ちょうかく

障害者向
しょうがいしゃむ

けの手話
しゅわ

通訳
つうやく

や字幕
じまく

などの 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

をもっと充 実
じゅうじつ

させることであると思
おも

います。 

そして③、物理的
ぶつりてき

アクセス
あ く せ す

への解決
かいけつ

策
さく

は、投 票 所
とうひょうじょ

ごとに違
ちが

うと思
おも

います。いわゆる「動
どう

線
せん

」の

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

化
か

の徹底
てってい

や、複雑
ふくざつ

な手順
てじゅん

に補助者
ほじょしゃ

の介 入
かいにゅう

をもっと認
みと

める等
など

です。 逆 転
ぎゃくてん

の発想
はっそう

としま

しては、投 票 所
とうひょうじょ

を移動
いどう

させることもありだと思
おも

います。つまり投 票 所
とうひょうじょ

の方
ほう

から自宅
じたく

に近
ちか

づいてくる、

このことも重 要
じゅうよう

ではないでしょうか。投 票
とうひょう

用紙
ようし

の記号式
きごうしき

の導 入
どうにゅう

も検討
けんとう

が必要
ひつよう

でしょう。  

いずれも、現行法
げんこうほう

の改正
かいせい

の検討
けんとう

が必要
ひつよう

になると思
おも

います。 

 

３.ひとことメッセージ 

私
わたし

は、八女市
や め し

の市長
しちょう

を 4期
き

１６年間
  ねんかん

、経験
けいけん

してきました。それから、衆議院
しゅうぎいん

議員
ぎいん

を１期
 き

、そして

現在
げんざい

、参議院
さんぎいん

議員
ぎいん

の２期目
 き め

を務めています。 それゆえに、これまで多
おお

くの方々
かたがた

の様々
さまざま

なご意見
 い け ん

を市政
しせい

に、そして国政
こくせい

にお届
とど

けさせていただきました。 

これからも、国民
こくみん

目線
めせん

を 貫
つらぬ

いてまいりたいと思
おも

います。なぜなら「政治
せいじ

は生活
せいかつ

そのもの」であると思
おも

うからです。 

顔 写 真 



 

2025 年 参議院
さんぎいん

議員
ぎ い ん

選挙
せんきょ

 福岡県
ふくおかけん

選挙
せんきょ

区
く

 立候補
りっこうほ

予定者
よていしゃ

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【名前
な ま え

】 松山
まつやま

 まさじ 
 

【所属
しょぞく

】 自由民主党 
 

【年齢
ねんれい

】 ６６ 歳
さ い

 

 

 
１. わたしたち知的

ち て き

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

が何
なに

に困
こま

っていると思
おも

いますか？ 

・自分
じぶん

の考えて
かんが

いることを上手
じょうず

に伝えたり
つた

聞いて
き

もらったりしてもら

えないこと 

・毎日
まいにち

働
はたら

いたり通って
かよ

いる場所
ばしょ

が物価
ぶっか

高騰
こうとう

で経営
けいえい

が苦しくて
くる

、 

いつまで続く
つづ

か不安
ふあん

なこと 

・物価
ぶっか

高騰
こうとう

のなかで賃金
ちんぎん

が上がらず
あ

生活
せいかつ

が苦しい
くる

こと 
 

２. その問題
もんだい

を解
かい

決
けつ

するため、どんなことをしますか？ 
 

・皆さん
みな

が、自ら
みずか

やりたいこと、生活
せいかつ

のしかたを決められる
き

ような

サービス
さーびす

（意思
い  し

決定
けってい

支援
しえん

）を充実
じゅうじつ

させます 

・障 害
しょうがい

のある方
かた

が通
かよ

ったり入 所
にゅうしょ

している施設
しせつ

や事業所
じぎょうしょ

の経営
けいえい

が

安定
あんてい

するよう、支援
しえん

を増やして
 ふ

いきます 

・皆さん
みな

がやりたいことを仕事
しごと

に結
むす

びつけられるよう、一緒
いっしょ

に考えて
かんが

行動
こうどう

するサービス
さ  ー び  す

（ 就労
しゅうろう

支援
しえん

）を増やします
ふ

  
 

 

３. 一言メッセージ 
 

常に
つ ね に

弱い
よ わ い

立場
た ち ば

や不自由
ふ じ ゆ う

な方々
か た が た

の立場
た ち ば

に寄り添う
よ り そ う

のが政治
せ い じ

の役割
や く わ り

です。

これからもどのような施策
し さ く

が必要
ひ つ よ う

なのか、皆さん
み な さ ん

や関係者のご意見
い け ん

をしっかりとお聴
き

きし、取り組んで
と り く ん で

いきます。 

 

 



 

2025年 参議院
さんぎいん

議員
ぎ い ん

選挙
せんきょ

 福岡県
ふくおかけん

選挙
せんきょ

区
く

 立候補
り っ こ うほ

予定者
よていしゃ

 

 

 

 

 

 

 

 

１、わたしたち知的
ち て き

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

が何
なに

に困
こま

っていると思
おも

いますか？ 

ご本人
ほんにん

やご家族
かぞく

が受
う

けられる支援
しえん

が不十分
ふじゅうぶん

なこと、医療費
いりょうひ

や福祉
ふ く し

サー

ビス利用料
りようりょう

など負担
ふたん

が重
おも

いこと、デジタル化
か

に対応
たいおう

できるのかという不安
ふあん

があること、障害者
しょうがいしゃ

が生
い

きづらい社会
しゃかい

であること、など多
おお

くの困難
こんなん

や

苦労
くろう

があると思
おも

います。 

２、その問題
もんだい

を解決
かいけつ

するため、どんなことをしますか？ 

知的
ちてき

・発達
はったつ

障 害
しょうがい

への社会的
しゃかいてき

な理解
りかい

や支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

が不十分
ふじゅうぶん

ですの

で、 行 政
ぎょうせい

による支援
しえん

を拡 充
かくじゅう

します。 障 害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの利用料
りようりょう

や

医療費
いりょうひ

を無料
むりょう

にします。あらゆる障害者
しょうがいしゃ

が就労
しゅうろう

や社会
しゃかい

参加
さんか

をしやすいよ

う、デジタル情 報
じょうほう

にもアクセスしやすいよう、改善
かいぜん

します。障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

を

なくすため、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

に「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

をおこなわないことは差別
さべつ

であ

る」と明記
めいき

します。障害者
しょうがいしゃ

が社会
しゃかい

参加
さんか

するために必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けること

は権利
けんり

です。国
くに

と自治体
じ ち た い

がその権利
けんり

を保障
ほしょう

するよう、さらに推進
すいしん

します。 

３．ひとことメッセージ 

日本
にほん

共産党
きょうさんとう

は全国
ぜんこく

110万人
まんにん

と対話
たいわ

し、要 求
ようきゅう

を聞
き

いて、政策
せいさく

にいかし

ています。障害者
しょうがいしゃ

とご家族
かぞく

の声
こえ

をお聞
き

きし、それを国会
こっかい

に届
とど

けます。だれ

もが健康
けんこう

で文化的
ぶんかてき

な生活
せいかつ

ができる、希望
きぼう

のもてる国
くに

をめざしがんばります。 

【名前
な ま え

】 山口
や ま ぐ ち

ゆうと 

【所属
しょぞく

】 日本
に ほ ん

共産党
きょうさんとう

 

【年齢
ねんれい

】 ３５歳
さ い
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